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に
鉄
道
が
敷
か
れ
、
明
治
天
皇
が
横
浜
に
行
幸
さ
れ
、
祝
辞
を
賜
わ

り
ま
し
た
際
に
、
横
浜
商
人
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
の
が
善
三
郎
で

し
た
。
即
ち
善
三
郎
は
、
横
浜
出
店
わ
ず
か
十
年
で
、
横
浜
を
代
表

す
る
商
人
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
も
日
本
の
生
糸
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
一
帯
に
輸
出
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
蚕
の

病
気
「
微
粒
子
病
」
が
蔓
延
し
、
蚕
が
育
た
ず
生
糸
が
出
来
な
か
っ

た
か
ら
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
財
を
成
し
た
善
三
郎
は
、
本
牧
三
之

谷
の
海
沿
い
に
広
い
土
地
を
求
め
、
東
京
湾
を
俯
瞰
す
る
断
崖
上
に

松
風
閣
を
建
て
、
別
荘
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
そ
の
周
辺
の
造
園

に
か
か
り
ま
し
た
が
、
完
成
し
た
の
は
、
二
代
目
富
太
郎
の
時
で
し

た
。
善
三
郎
に
は
男
子
が
な
く
、
後
継
ぎ
に
婿む
こ

を
迎
え
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
、
東
京
の
跡
見
女
学
校
に
通
っ
て
い
た
孫
娘
の

原
家
初
代
善
三
郎

　

原
善
三
郎
は
、
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
埼
玉
県
児
玉
郡
渡
瀬

に
、
原
太
兵
衛
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
製
糸
の
技
術
に
長

け
、
自
家
製
の
生
糸
を
前
橋
、
桐
生
な
ど
付
近
の
絹
業
地
に
売
り
歩

き
、「
善
三
郎
の
生
糸
は
質
が
良
く
、
信
頼
出
来
る
」
と
好
評
を
得

ま
し
た
。

　

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
、
横
浜
の
港
が
開
か
れ
る
と
、
日
本
の

生
糸
は
大
変
な
勢
い
で
輸
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
善
三
郎
は
早
速

横
浜
に
来
て
、「
こ
の
町
の
将
来
は
有
望
な
り
」
と
見
通
し
を
立
て
、

三
年
後
の
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
、
本
町
三
丁
目
に
「
亀
屋
」
な

る
外
国
商
社
へ
の
生
糸
売
込
店
を
構
え
ま
し
た
。
当
時
、
同
業
の
店

は
九
〇
店
余
り
あ
り
ま
し
た
が
、
善
三
郎
は
持
ち
前
の
商
才
を
発
揮

し
、
大
成
功
し
ま
し
た
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
東
京
横
浜
間

〈
随　

想
〉グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
原
三
溪�

川
幡
　
留
司
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安
子
（
後
年
、「
屋
寿
」）
の
た
め
に
、
善
三
郎
は
跡
見
花
蹊
校
長
に

も
婿む
こ

の
紹
介
を
頼
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
跡
見
花
蹊
校
長
の
紹
介

と
骨
折
り
に
よ
り
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
、
青
木
富
太
郎
が

安
子
の
婿
と
し
て
、
原
家
に
入
籍
、
善
三
郎
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

原
家
二
代
富
太
郎

　

富
太
郎
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
、
岐
阜
県
岐
阜
市
柳
津
町

下
佐
波
の
代
々
庄
屋
を
務
め
た
青
木
家
の
久
衛
、
琴
夫
妻
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

幼
く
し
て
賢
い
子
と
し
て
知
ら
れ
た
富
太
郎
は
、
父
親
が
家
事
だ

け
で
な
く
、
村
長
と
し
て
村
人
の
た
め
に
も
働
く
姿
を
見
て
育
ち
ま

し
た
。
そ
し
て
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
頃
に
開
校
し
た
地
元
の
小

学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
こ
の
小
学
校
に
は
傑
出
し
た
教
師
が
三
名

い
ま
し
た
。
濃
尾
平
野
を
流
れ
る
木
曽
、
長
良
、
揖
斐
三
大
河
の
氾

濫
防
止
事
業
に
生
涯
尽
し
、
神
様
と
敬
慕
さ
れ
た
山
田
省
三
郎
、
次

い
で
大
阪
毎
日
新
聞
の
詩
壇
を
担
当
、
関
西
詩
壇
の
指
導
者
と
し
て

活
躍
し
た
小
川
僧
泰
、
さ
ら
に
師
範
学
校
出
で
首
席
教
師
を
務
め
た

安
藤
環
で
す
。
成
績
優
秀
な
富
太
郎
は
卒
業
を
待
つ
こ
と
な
く
、
す

ぐ
に
で
も
上
級
の
漢
文
学
の
師
の
元
に
付
く
べ
き
と
安
藤
環
が
父
に

勧
め
た
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
、
こ
の
三
師
は
富
太
郎
の
そ
の
後
の
人

生
に
大
き
く
影
響
し
た
人
物
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
青
木
正
一
氏
は

『
郷
土
研
究
岐
阜
』
に
記
し
て
い
ま
す（
１
）。

　

安
藤
環
の
勧
め
を
受
け
て
か
、
富
太
郎
は
小
学
校
を
退
き
、
日
置

江
の
漢
学
者
で
あ
っ
た
東
山
青
木
俊
之
助
の「
三
餘
私
塾
」、つ
い
で
、

大
垣
の
元
彦
根
藩
藩
校
の
侍
講
職
を
勤
め
た
野
村
藤
蔭
の「
雞
鳴
塾
」

に
入
り
、
漢
文
と
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
師
も
大
変
な
人

格
者
で
あ
り
、
富
太
郎
の
そ
の
後
の
人
格
形
成
に
与
え
た
影
響
は
大

き
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
四
月
、
富
太
郎
は
、
青
雲
の
志
を
抱

い
て
上
京
し
、
西
洋
の
文
物
に
詳
し
い
大
隈
重
信
創
設
の
東
京
専
門

学
校
（
早
稲
田
大
学
前
身
）
に
入
学
、
政
治
、
法
律
等
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
学
費
等
の
足
し
に
と
、
跡
見
女
学
校
の
教
壇
に
も
立
ち
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ま
し
た
。

　

明
治
二
四

（
一
八
九
一
）

年
、
原
家
の
人

と
な
っ
た
富
太

郎
は
、
善
三
郎

の
優
れ
た
商
法
に
つ
い
て
敬
意
を
も
っ
て
学
び
、
ま
た
新
し
い
時
代

へ
の
備
え
に
つ
い
て
も
熟
考
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
、
善
三
郎
が
亡
く
な
り
、
跡
継
ぎ
と

な
っ
た
富
太
郎
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
古
い
企
業
形
態
を
新
し
い
時

代
に
合
わ
せ
る
た
め
、
原
商
店
の
組
織
を
こ
れ
ま
で
の
個
人
企
業
か

ら
合
名
会
社
組
織
に
改
め
る
な
ど
の
改
革
を
行
い
、
さ
ら
な
る
事
業

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。

輸
出
業

　

横
浜
港
が
開
か
れ
、
生
糸
の
輸
出
量
は
年
々
増
加
し
て
い
き
ま
し

た
が
、
当
初
、
そ
の
輸
出
の
ほ
と
ん
ど
は
、
港
近
く
に
立
ち
並
ぶ
外

国
商
館
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
明
治
二
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、
三
井

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
商
社
も
、
よ
う
や
く
輸
出
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
原
合
名
会
社
も
時
期
到
来
と
見
定
め
、明
治
三
二（
一

八
九
九
）
年
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ

リ
カ
等
の
主
要
都
市
に
市
況
調
査
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
輸
出
の
多
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
で
し
た
が
、
原
合
名

会
社
は
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
開
通
し
た
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

を
利
用
し
て
、
他
国
に
先
駆
け
、
ロ
シ
ア
か
ら
輸
出
を
始
め
ま
し
た
。

次
い
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、最
後
は
ア
メ
リ
カ
向
け
が
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
生
糸
は
相
変
ら
ず
好
評
で
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
輸
入
生
糸
の
七
割
が
日
本
か
ら
で
、
日
本
の
輸
出
生

糸
の
九
割
以
上
が
ア
メ
リ
カ
向
け
で
し
た
。
当
初
か
ら
、
横
浜
港
が

生
糸
の
輸
出
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
横
浜
港
だ

け
で
全
て
の
輸
出
生
糸
を
扱
う
年
が
何
年
も
続
き
ま
し
た
。
こ
の
横

浜
港
か
ら
の
輸
出
生
糸
の
う
ち
、
一
五
％
あ
ま
り
は
原
合
名
会
社
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
広
い
世
界
を
相
手
に
し
た
輸
出
業
に
つ
い
て
、

富
太
郎
は「
外
国
貿
易
は
、
思
っ
た
程
儲も
う

か
る
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。

図1　�原三溪肖像
� 三溪園所蔵　
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し
か
し
男
ら
し
い
商
売
で
誠
に
愉
快
だ
っ
た
」
と
満
足
の
意
を
含
む

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

製
糸
業

　

既
に
先
代
の
善
三
郎
が
、
富
岡
製
糸
場
に
な
ら
っ
て
故
郷
の
渡
瀬

に
、
二
〇
〇
釜
の
洋
式
製
糸
所
を
建
て
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
富
太
郎
は
、
元
官
営
の
富
岡
製
糸
場
と

名
古
屋
製
糸
場
、
宇
都
宮
の
大
嶹し
ま

製
糸
場
を
三
井
か
ら
譲
り
受
け
、

一
大
製
糸
家
と
な
り
ま
し
た
。
富
岡
製
糸
場
の
蚕
種
研
究
課
で
は
、

早
く
に
メ
ン
デ
ル
の
法
則
に
着
目
し
、
外
山
勝
太
郎
が
蚕
に
も
こ
の

法
則
が
沿
う
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
実
証
し
ま
し
た
。
早
速
原
合
名

会
社
で
は
、
良
質
の
種
を
作
り
、
契
約
養
蚕
家
に
配
布
し
、
高
品
質

の
生
糸
生
産
に
あ
た
り
ま
し
た
。
富
岡
製
糸
場
は
、
当
時
世
界
最
高

品
質
の
生
糸
、
絹
を
産
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
建
築
技
術
、
材
料
等
を

使
い
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
建
て
ら
れ
た
世
界
有
数
の
優
れ

た
大
製
糸
場
で
あ
り
、
現
在
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
の
国

宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
溪
園
の
創
設

　

生
糸
で
財
を
成
し
た
富
太
郎
は
、
三
溪
園
の
造
園
に
か
か
り
、
明

治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
無
料
で
開
園
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
昼
間

は
、
園
内
の
初
音
茶
屋
等
で
麦
茶
を
無
料
で
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
は
、
芥
川
龍
之
介
が
、
三
溪
園
で
香

煎
を
頂
き
、「
ひ
と
は
か
り
浮
く
香
煎
や
白
湯
の
秋
」
な
る
俳
句
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

外
苑
の
開
園
後
、
関
西
、
鎌
倉
等
か
ら
由
緒
あ
る
建
造
物
を
集
め
、

園
内
の
適
所
に
配
置
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
庭
景
を
整
え
、
大
正
一
二

（
一
九
二
三
）年
に
は
内
苑
も
竣
工
し
、全
園
の
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

完
成
の
前
に
来
園
し
た
大
隈
重
信
早
稲
田
大
学
総
長
に
つ
い
て
、
市

島
春
城
（
早
稲
田
大
学
初
代
図
書
館
長
）
は
、『
春
城
筆
話
』
に
お

い
て
「
紳
士
神
裔
が
骨こ
っ

董と
う

を
弄
も
て
あ
そ
ぶ
な
ら
望
む
ら
く
は
、
斯か

く
の
如

き
歴
史
価
値
の
あ
る
大
骨
董
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と

語
ら
れ
、
例
の
困
難
な
足
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
園
内
を
隈
な
く
歩

き
回
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

全
園
完
成
の
頃
ま
で
に
は
、次
の
方
々
が
三
溪
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
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政
財
界　

伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
、
高
橋
是
清
、
鈍
翁
益
田
孝
、

　
　
　
　

根
津
嘉
一
郎
、
岩
原
謙
庵
、
野
崎
廣
太

文
学
者　

夏
目
漱
石
、
坪
内
逍
遥
、
島
崎
藤
村
、
佐
佐
木
信
綱

美
術
・
建
築　

岡
倉
天
心
、
矢
代
幸
雄
、
伊
東
忠
太
、
関
野
貞

哲
学
者　

和
辻
哲
郎
、
谷
川
徹
三
、
阿
部
次
郎
、
安
倍
能
成

画　

家　

横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
小
林
古
径
、
安
田
靫
彦

　
　
　
　

前
田
青
邨
、
新
井
寛
方
、
速
水
御
舟
、
岸
田
劉
生

彫
刻
家　

米
原
雲
海
、
佐
藤
玄
々
、
平
櫛
田
中
、
内
藤
伸

外
国
人　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ク
ト
（
米
）、
ウ
ォ
ー
ナ
ー
（
米
）、

　
　
　
　

タ
ゴ
ー
ル
（
印
）、
ヴ
ィ
ル
ド
・
ラ
ッ
ク
（
仏
）

茶
会

　

富
太
郎
（
以
後
、「
三
溪
」）
は
早
く
か
ら
「
三
溪
」
と
号
し
て
、

画
も
描
き
、
漢
詩
も
作
り
ま
し
た
。
造
園
工
事
が
進
む
中
、
三
溪
は

三
井
物
産
初
代
社
長
の
鈍
翁
益
田
孝
の
勧
め
で
、「
数す

寄き

者し
ゃ

」
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。
数
寄
者
と
は
、
茶
道
を
本
業
と
せ
ず
、
ま
た
、

形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
侘
茶
を
楽
し
む
茶
人
の
こ
と
で
、
多
く
は
財

界
人
で
し
た
。
千
利
休
に
始
ま
る
侘
茶
は
、
安
土
桃
山
時
代
に
大
名

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
武
士
が
習
う
こ
と
で
大
い
に
栄
え
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
の
終
り
と
共
に
、
半
世
紀
余
り
暗
黒
時
代
に
入
り
、

消
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
各
流
派
の
家
元
達

の
懸
命
の
努
力
で
、
茶
道
が
現
在
の
よ
う
な
家
元
組
織
に
し
て
復
活

す
る
ま
で
の
間
、
数
寄
者
は
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
、
我
が
国
伝
統
芸

能
茶
道
が
存
続
す
る
よ
う
大
役
を
果
た
し
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
他
数
寄
者
は
、
豊
か
な
財
力
で
美
術
品
を
収
集
、
美
術
品
の

海
外
流
出
の
防
止
役
も
し
て
い
ま
し
た
。
三
溪
自
身
も
数
寄
者
と
し

て
、
茶
道
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
茶
道
を
習
う
人

が
男
性
か
ら
女
性
に
替
わ
っ
た
事
で
、茶
道
を
習
う
人
の
数
が
増
え
、

茶
道
が
滅
ば
ず
、新
た
に
発
展
し
た
の
で
す
。
こ
の
事
に
お
い
て
も
、

三
溪
は
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
の
で
す
。

関
東
大
震
災
後
の
横
浜
市
復
興
と
横
浜
貿
易
復
興
会
の
活
動

　

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
八
月
三
一
日
、
三
溪
は
、
親
友
の
野

村
洋
三
と
共
に
箱
根
に
行
き
ま
し
た
。
初
日
は
野
村
夫
人
の
実
家
、
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芦
之
湯
温
泉
の
紀
伊
国
屋
に
泊
ま
り
、
翌
日
、
先
に
鈍
翁
か
ら
贈
ら

れ
て
い
た
強
羅
別
荘
に
移
り
寛く
つ
ろい
で
い
た
と
こ
ろ
、
大
地
震
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
横
浜
の
家
や
会
社
へ
は
全
く
連
絡
が
つ
か
ず
、
是
は

大
変
な
事
と
即
、
身
支
度
を
整
え
、
帰
宅
の
途
に
つ
い
た
も
の
の
、

丸
三
日
が
か
り
の
歩
き
旅
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
宅
後
、
そ
の

疲
れ
を
癒い
や

す
暇い
と
まも
な
く
、
三
溪
は
大
仕
事
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

大
被
害
を
受
け
た
横
浜
市
の
復
興
と
港
湾
設
備
等
の
修
復
の
た
め
、

横
浜
市
と
有
力
財
界
人
等
に
よ
り
横
浜
市
復
興
会
と
横
浜
貿
易
復
興

会
が
発
足
し
、
三
溪
は
両
会
の
会
長
と
な
り
、
復
活
の
た
め
尽
力
し
、

成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
苦
労
は
、
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た

と
私
は
多
く
の
方
々
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
中
で
も
、
鎌
倉
円

覚
寺
の
朝
比
奈
宗
源
氏
が
い
ろ
い
ろ
語
ら
れ
た
後
に
発
せ
ら
れ
た

「
横
浜
の
人
は
、
三
溪
先
生
の
ご
恩
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」
、
古
美
術
商
中
村
富
次
郎
氏
の
「
三
溪
先
生
の
あ
の
時
の
ご
苦

労
を
思
い
出
す
と
今
で
も
涙
が
出
て
来
ま
す
」
と
い
う
当
時
の
三
溪

を
よ
く
知
る
お
二
方
の
言
葉
を
折
々
に
思
い
出
し
ま
す
と
、
目
頭
が

熱
く
な
る
思
い
が
し
ま
す
。

.

註
（
１
）�

青
木
正
一
「
在
郷
時
代
の
原
富
太
郎
」（『
郷
土
研
究
岐
阜
』

第
49
号
、
一
九
八
八
年
）

図2　三溪園　三溪園所蔵




